
人権週間特集号　H24（2012）．11．151特

　今年の夏に募集した「人権と平和に関する標語」に、児童・生徒６４９７点、一般２５００点の作品
を応募していただきました。作品を通して、お互いの人権の尊重と平和の大切さを考え、「人権
尊重の輪」を広めましょう。　　　　　　　　　　　  ■生涯学習課（℡２４‐７０６５・ＦＡＸ２４‐４４８０） 

ストップ！ いじめ・虐待 ストップ！ いじめ・虐待 
みんなが持っている大切な3つの権利 

福知山市では、「ふくちやまCAP（キャップ）」による 
いじめ根絶のワークショップを小学校で行っています。→次㌻につづく 

〈ふくちやまCAP パンフレットより〉 

ストップ！ いじめ・虐待 

安心して 自信をもって 自由に生きる権利 

この3つの大切な権利を守るためにできること 

いや！ NO
「いや！」って言ってもいいんだよ。 もし、からだをつかまれたり、 

連れて行かれそうになったら 

とにかく逃げよう。 

「いや」って言えなくても逃げられなくても 

あなたが悪いんじゃないんだよ。 

困っていることを 

話すのは相談。 

してもいいことだよ。 

信じてくれるおとなが現れるまで、 

あきらめずに話し続けよう。 
安全な距離や 
特別な叫び声も使ってね。 

ひとりで言えなかったら 

誰かと一緒に言おう。 

友だちの力にもなってあげられるよ。 

にげる！ GO はなす いや！ にげる！ はなす TELL

ウォー！ 

いや！ にげる！ はなす 

平成24年度人権標語応募作品 
児童・生徒の部 

ありがとう  たくさん聞こえる  まちがすき 
　　　　　　　　　　（修斉小学校５年生） 

つらいとき  いつもみんなが  ついてるよ 
　　　　　　　　　　（有仁小学校６年生） 

もうやめよう  その一言が  大切だ 
　　　　　　　　　 （夜久野中学校２年生） 

悩んだら　話して　母さん味方だよ  
　　　　　　　　　　　（育英小学校ＰＴＡ） 

痛くない？　叩いたその手と　その心 
　　　　　　　　　　　（美河小学校ＰＴＡ） 

子の心　受け止め共に　育ち合う 
　　　　　　　　　　　（成仁小学校ＰＴＡ） 

一般の部 

い 

つ　　　　　 い 

に 

い　　　　　　　　　　　  に 

わる 

こま 

はな　　　　　　 そうだん 

あん ぜん　　　きょ  り 

とく べつ　　  さけ　　  ごえ　　  つか はな　　 つづ 

しん　　　　　　　　　　　　　　　　　　あらわ 

い 

だれ　　　　 いっしょ　　　い 

とも　　　　　　ちから 

あん あん 

たい　 せつ　　　　　けん　　り　　　　　 まも 

しん 

も　　　　　　　　　　　　　　　　 たい　　せつ　　　　　　　　　　　　　　　  けん　　り 

じ しん じ ゆう 
い けん り 

じ 

ぎゃく　　　  たい 

人権週間特集号 
１２月４日から１２月１０日は人権週間です 
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い
じ
め
・
虐
待
・
不
登
校
の
増
加
な
ど
、子

ど
も
の
人
権
を
め
ぐ
る
状
況
に
は
厳
し
い

も
の
が
あ
り
、社
会
の
大
き
な
変
化
の
中
で
、

 
自  
尊 
感
情
が
低
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

じ 

そ
ん

力
が
十
分
で
な
い
子
ど
も
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
積
極
的

に
子
ど
も
た
ち
の
人
権
を
守
り
、
育
て
る
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
、
自

己
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
他
者
を
も
尊
重

す
る
心
や
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
を
自
分

自
身
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
主
体
的
に

解
決
を
図
る
意
欲
や
実
践
力
を
育
み
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
子
ど
も
自
身
が
、
い
じ
め
・

虐
待
な
ど
あ
ら
ゆ
る
暴
力
か
ら
自
分
た
ち

の
大
切
な
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
守
る
た
め

に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
ふ
く
ち
や

ま 
Ｃ
Ａ
Ｐ 
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

キ
ャ
ッ
プ

し
て
い
ま
す
。

■
学
校
教
育
課
教
育
指
導
係
（
℡　

‐
７

２４

０
４
０
・　
　

‐
４
８
８
０
）

ＦＡＸ
２４

ふくちやまＣＡＰ（キャップ）
２００３年設立。
子どもたちが「安心」して「自信」
を持って「自由」に選んで生きて
いける社会を創ることをめざし
活動中です。

本年度の実施校（予定も含みます）

市立小学校での「こどもワークショップ」の様子 市立小学校での「こどもワークショップ」の様子 

平成２４年度 いじめ根絶対策事業 
～いじめ・虐待を許さない学校、家庭、地域を築きましょう～ 

『ワークショップで伝える』『ワークショップで伝える』『ワークショップで伝える』

　人には生きていくためにたくさ
んの「けんり」（基本的人権）が
あります。誰もその「けんり」を
奪う（侵害する）ことをしてはい
けません。 
　「けんり」が奪われると、みん
などんな気持ちになる？ 

平成２４年度 いじめ根絶対策事業 
～いじめ・虐待を許さない学校、家庭、地域を築きましょう～ 

うば 

　学校で先生や友だちに言えないことやいやなことがあっ
たら、また、子どものことで悩んでおられる保護者のみなさ
んは、一人で悩まずに、電話して相談してください。 
●市役所６階の教育委員会事務局学校教育課で、指導主
事（主に学校における教育指導を行う）が、相談に応じ
ます。　※相談は無料ですが、通話料がかかります。 

小・中学生のみなさん 
保護者のみなさん ひとりで悩まないで！ 

『いじめ電話相談』をひらいています 
専用ダイヤル  ℡２４‐００３１ 
受 付 時 間  午前８時３０分～午後５時 
　　　　　　  （土・日・祝日は除きます） 

こどもワーク
ショップ

おとなワーク
ショップ学　校　名

日日
９月１０日終了８月２４日終了下六人部小学校
９月２５日終了９月１９日終了大 正 小 学 校
１１月１５日１０月１０日終了上六人部小学校
１０月１８日終了

１０月１７日終了惇 明 小 学 校
１０月１９日終了
１１月２２日

１１月２１日昭 和 小 学 校
１１月２６日
１１月２８日１１月２８日庵 我 小 学 校
１２月１３日１２月４日中六人部小学校
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本
市
と
（
公
財
）
京
都
府
国
際
セ
ン

タ
ー
で
は
、
府
北
部
で
の
災
害
時
外
国

人
支
援
体
制
の
構
築
を
目
指
す
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
の
外
国
人
支
援
を
行
う
う
え

で
必
要
な
外
国
語
へ
の
通
訳
・ 
翻  
訳 
な

ほ
ん 
や
く

ど
の
基
本
的
な
知
識
や
技
術
を
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
学
ん
で
い
た
だ
く

「
災
害
時
外
国
人
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
」

も
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
研
修
開
催
日
の
ご
案
内

と
き
／
平
成　

年
１
月　

日（
土
）

２５

２６

　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ
／
市
民
会
館
（
内
記
三
丁
目
）

講
師
／ 
柴  
山  
智  
帆 
さ
ん

し
ば 
や
ま 

ち 

ほ

（
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
東
京
）

定
員
／　

人
４０

■
問
い
合
わ
せ
／（
公
財
）京
都
府
国
際

セ
ン
タ
ー
（
℡
０
７
５
‐
３
４
２
‐
５

０
５
０
）
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
℡　
２４

‐
７
０
３
３
）

　

現
在
、
本
市
に
は
約
９
０
０
人
の
外

国
籍
の
人
が
住
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
同
じ
地
域
に
住
む
外
国
籍

の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
に
不
安
は
な
い
で
す
か
？

　

お
互
い
の
文
化
や
生
活
習
慣
な
ど
の

違
い
を
認
め
合
い
、
同
じ
地
域
の
住
民

と
し
て
共
に
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
架
け
橋
と
な

る
「
福
知
山
市
外
国
語
生
活
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
を
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
・
各

支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
内
容
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

本
市
で
は
、
外
国
籍
市
民
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
、
開
か
れ
た
福
知
山
市
を

つ
く
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

外
国
籍
市
民
も
共
に
暮
ら
す
市
民
と

し
て
受
け
入
れ
る
た
め
の
生
活
環
境
の

整
備
や
日
常
生
活
上
の
問
題
の
解
決
を

図
り
な
が
ら
、
国
際
化
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

「
福
知
山
市
外
国
語
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

　

本
市
で
生
活
す
る
う
え
で
の
基
本
的

な
情
報
を
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
朝
鮮

語
・
ス
ペ
イ

ン
語
・
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
・

タ
ガ
ロ
グ
語

で
表
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

★
災
害
時
外
国
人
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修

を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
★

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
多
文
化
共
生
社
会
を
つ
く
ろ
う
！

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
多
文
化
共
生
社
会
を
つ
く
ろ
う
！

これまでの災害時外国人
サポーター研修の様子

★
福
知
山
市
外
国
語
生
活
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
★

　１２月の人権週間推進事業として、命の大切さや
人権尊重について考えていただくため開催します。
ぜひご参加ください。
入場無料、事前申し込み不要です。
とき・ところ　１２月１３日（木）午後７時～９時
・市民会館ホール（内記三丁目）
テーマ・内容　誰かがあなたを必要としている
　　　　　　　～すべての人生には目的がある～
▼福知山人権擁護委員協議会の活動紹介（午後７
時～）
▼トーク＆コンサート（午後７時２０分～）

　出演： 市  岡  裕  子 さん（ゴスペル歌
いち おか ゆう こ

手）、 大  久  保  和  慧 さん（ピアニスト）
おお く ぼ かず え

※保育ルーム・要約筆記・手話通
訳・赤外線ループを準備しています。
その他
●福知山人権擁護委員協議会によ
る人権相談（午後５時～７時、市民会館３５・３６号
室、予約不要）
●生命（いのち）のメッセージ展と人権啓発パネ
ル展（午後６時３０分～９時）
※生命のメッセージ展は、１２月１１日（火）・１２日
（水）午前８時３０分～午後５時　市役所１階ロビー
においても開催します。
問い合わせ　人権推進室（℡２４‐７０２２・ＦＡＸ２３‐６５３７）

人人人人人人人人人人ににににににににににいいいいいいいいいいちちちちちちちちちちばばばばばばばばばばんんんんんんんんんん近近近近近近近近近近いいいいいいいいいいままままままままままちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりり人にいちばん近いまちづくり
トトトトトトトトトトーーーーーーーーーークククククククククク＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆ココココココココココンンンンンンンンンンササササササササササーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトーク＆コンサート

市岡裕子さん
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全
国
の
認
知
症
の
高
齢
者
数
は
平
成　
２２

年
で
２
８
０
万
人
で
あ
り
、　

歳
以
上
高

６５

齢
者
人
口
の
９
・
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
高
齢
化
が
進
行
す
る
な
か
で
、

認
知
症
の
高
齢
者
も
増
加
し
て
い
く
こ
と

が
予
測
さ
れ
て
い
て
、
平
成　

年
に
は
４

３７

７
０
万
人
に 
上 
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
ぼ

　
認
知
症
と
は
？

　

認
知
症
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
脳

の
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
働
き
が

悪
く
な
っ
た
り
し
た
た
め
に
、
記
憶
障
害

や 
見  
当  
識  
障  
害 
、
理
解
力
や
判
断
力
の
低

※
け
ん 
と
う 
し
き 
し
ょ
う 
が
い

下
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
起
こ
り
、

生
活
す
る
う
え
で
支
障
が
出
て
い
る
状
態

を
指
し
ま
す
。
近
年
で
は
、
早
期
診
断
、

早
期
治
療
に
よ
っ
て
、
認
知
症
の
進
行
を

薬
で
遅
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

認
知
症
の
症
状
に
最
初
に
気
付
く
の
は

本
人
で
す
。
今
ま
で
簡
単
に
出
来
て
い
た

こ
と
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
た
り
、
も

の
忘
れ
で
失
敗
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
多

く
な
り
、
さ
ら
に
、
他
人
か
ら
言
わ
れ
て

も
思
い
出
せ
な
い
も
の
忘
れ
が
重
な
る
と
、

大
き
な
不
安
を
感
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

誰
よ
り
も
苦
し
み
、
悲
し
ん
で
い
る
の
は

本
人
な
の
で
す
。

※
見
当
識
障
害
と
は
…
時
間
、
場
所
、
周
囲
の

状
況
な
ど
自
分
の
お
か
れ
て
い
る
環
境
が
正

し
く
認
識
で
き
な
い
状
態

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
？

　

自
分
や
家
族
が
認
知
症
に
な
る
可
能
性

は
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。
身
近
な
存
在
と

し
て
認
知
症
や
認
知
症
の
人
の
気
持
ち
を

理
解
し
、
認
知
症
の
人
の
困
っ
て
い
る
こ

と
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
を
す
る
こ

と
が
、
そ
の
人
に
は
大
き
な
援
助
に
な
り

ま
す
。
交
通
機
関
や
お
店
な
ど
、
ま
ち
の

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
、
温
か
く
見
守
り
適

切
な
援
助
を
し
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
、

自
分
で
で
き
る
こ
と
も
増
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
役
割
を
担
う
の
が
、「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」
で
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
に

関
す
る
正
し
い
知
識
と
理
解
を
持
ち
、
地

域
や
職
場
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を

支
援
す
る
人
で
す
。「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
を
受
講
し
、
受
け
取
っ
て
い

た
だ
く
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
が
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
で
す
。

　

平
成　

年
度
に
、
全
国
で
１
０
０
万
人

１７

の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
始
め
ら
れ
、
現
在
で
は
３
４

０
万
人
以
上
が
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い

ま
す
。
本
市
で
も
２
４
３
６
人
が
、
地
域

の
集
ま
り
や
職
場
研
修
で
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

場
で
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

特
別
な
こ
と
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
の
人
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
を
見
守
る
活
動
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
？

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー 

に
な
っ
て 

み
ま
せ
ん
か
？ 

平成３７年
（２０２５）

平成３２年
（２０２０）

平成２７年
（２０１５）

平成２２年
（２０１０）将来推計（年）

４７０４１０３４５２８０認知症高齢者
（万人）

１２．８％１１．３％１０．２％９．５％高齢者人口に
対する比率

○将来推計人口に、平成２２年９月の認知症高齢者割合を性別年齢階
級別に乗じた推計（厚生労働省）

認知症サポーターの証
「オレンジリング」

認知症サポーター養成講座についての問い合わせ先

【福知山市地域包括支援センター】

中央包括支援センター（市役所内） ℡２４‐７０７３　ＦＡＸ２２‐９０７３

東部包括支援センター（三和支所内） ℡５８‐３０１０　ＦＡＸ５８‐３０１３

西部包括支援センター（夜久野支所内） ℡３７‐１１０８　ＦＡＸ３７‐５００２

北部包括支援センター（大江支所内） ℡５６‐１１０６　ＦＡＸ５６‐２０１８

認知症に関する相談窓口
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京都おもいやり駐車場京都おもいやり駐車場京都おもいやり駐車場
利用証制度利用証制度利用証制度

パーキング・パーミット 

駐車場のマーク 

利用証 

～Ｐａｒｋｉｎｇ Ｐｅｒｍｉｔ～

京都おもいやり駐車場利用証制度とは…………………………………… 
　障害や高齢・難病で歩行が困難な人、または、けが人や妊産婦で一時的に歩行が困難な人
など本当に必要な人に利用証を交付して、車いすマークの駐車場を利用いただくための制度
です。 
　利用できる駐車場には、「京都おもいやり駐車場」の表示をしています。福知山市内では、
市役所・各支所などの公共施設をはじめ、金融機関、商業施設など８６施設で利用できます（平
成２４年９月現在） 
※この利用証は路上駐車を認めるものではありませんので、道路上では使用できません。 
平成２４年４月１日から、京都府以外の２５県でも利用証の利用が可能になりました。 
○制度参加県 
岩手県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、新潟県、福井県、兵庫県、鳥取県、
島根県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県、福岡県、佐賀県、
長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県 
※各県によって駐車場のマークが少し異なります。 

問い合わせ先 
京都府健康福祉部　福祉・援護課（℡０７５‐４１４‐４５５１・ＦＡＸ０７５‐４１４‐４６１５） 
〒６０２‐８５７０　京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町 
京都府ホームページ：http://www．pref．kyoto．jp/omoiyari‐pp/

交付対象となる人…………………… 
身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患
者、高齢者、妊産婦、けが人、その他診断書な
どにより歩行や乗降が困難と認められる人 
※ただし等級などにより、ご利用いただけない
場合があります。 

申請手続き 
　○必要書類 
　　①申請書（申請窓口で配布のほか、京都府ホームページからもダウンロードできます） 
　　②本人確認書類（障害者手帳、介護保険被保険者証、母子手帳　など） 
　○市内の申請窓口 
　　京都府中丹西保健所福祉室（篠尾新町一丁目９１、℡２２‐５７６６・ＦＡＸ２２‐４３５０） 
詳しくは、申請窓口や、福知山市役所１階（社会福祉課）に備え付けてありますパンフレットを
ご覧いただくか、下記の問い合わせ先にご確認ください。 

■社会福祉課（℡２４‐７０１７・ＦＡＸ２２‐９０７３） 

京都おもいやり 検 索  
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児
童
虐
待
の
相
談
件
数
は
増
加
の
一
途

を
た
ど
り
、
平
成　

年
度
の
全
国
の
相
談

２３

件
数
は
、
５
万
９
０
０
０
件
に
も
及
び
ま

す
。

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
や
身
体
に

深
刻
な
影
響
を
あ
た
え
る
ば
か
り
で
な
く
、

時
と
し
て
尊
い
命
を
奪
う
こ
と
に
も
つ
な

が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

虐
待
に
関
す
る
報
道
な
ど
を
見
て
い
ま

す
と
、「
子
ど
も
が
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い

の
で
…
」「
し
つ
け
の
つ
も
り
だ
っ
た
」
と

い
っ
た
虐
待
に
至
る
理
由
が
述
べ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
育
て
、
導
く
の
は
大
人

の 
務 
め
で
す
。
今
一
度
、
し
つ
け
に
つ
い

つ
と

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
は
、
自
分
自
身
の
欲
求
や
感
情

を
上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
成
長
に
従
い
学
ん
で
い
る
途

中
だ
か
ら
で
す
。

　

し
つ
け
と
は
、
子
ど
も
に
社
会
の
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
を
教
え
る
こ
と
で
す
。
子
ど

も
が
自
分
自
身
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

よ
う
に
訓
練
さ
せ
、
自
立
し
て
生
き
て
い

く
た
め
に
必
要
な
情
報
や
知
識
、
技
能
な

ど
を
教
え
て
い
き
ま
す
。

　

し
つ
け
に
お
い
て
、「
叱
る
」
と
い
う
行

為
は
非
常
に
重
要
な
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
が
間
違
っ
た
行
い
を
し
た
と
き

に
は
、
き
ち
ん
と
叱
り
、
そ
れ
が
間
違
い

だ
と
理
解
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
叱
る
と
い
う
こ
と
は
子
ど
も
た

ち
に
、「
な
ぜ
し
て
は
い
け
な
い
の
か
」「
な

ぜ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
を
伝
え
、

理
解
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
子
ど
も
の
こ
と
を
考
え
て
い

る
つ
も
り
が
、
い
つ
し
か
日
々
の
ス
ト
レ

ス
や
、
子
育
て
へ
の
不
安
、
子
ど
も
が
思

う
よ
う
に
な
ら
な
い
と
い
っ
た
イ
ラ
イ
ラ

か
ら
、
怒
り
の
感
情
に
と
ら
わ
れ
、
叱
る

行
為
が
感
情
の
は
け
口
と
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

感
情
に
任
せ
た 
威  
圧 
や
、
暴
言
・
暴
力

い 

あ
つ

で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
恐
怖
を
感
じ
、 
萎 い

 
縮 
は
し
て
も
「
な
ぜ
い
け
な
い
の
か
」
を

し
ゅ
く

理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
同
じ
よ
う
な
間
違
い
を
繰
り
返
し
、

保
護
者
の
怒
り
の
感
情
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト

さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
「
怒
る
」
だ
け
で
は
、
十
分
な
し

つ
け
の
効
果
が
得
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、

子
ど
も
た
ち
の
か
ら
だ
や
心
に
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
傷
跡
を
残
し
か
ね
ま
せ
ん
。

◆
叱
る
と
き
は
、
子
ど
も
の
目
線
で

　

人
は
、
見
下
ろ
さ
れ
て
話
し
か
け
ら
れ

る
と
、威
圧
感
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。　

　

そ
の
感
情
が
返
っ
て
反
抗
的
な
態
度
を

引
き
起
こ
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
を
叱
る
と
き
は
、
子
ど
も
と
同

じ
目
線
で
、
目
を
見
て
話
し
ま
し
ょ
う
。

叱
る
側
の
愛
情
が
伝
わ
る
は
ず
で
す
。

◆
叱
る
理
由
を
き
ち
ん
と
説
明
す
る

　
「
と
に
か
く
ダ
メ
！
」「（
お
店
の
人
や
他

の
人
が
）
怒
る
か
ら
ダ
メ
！
」
で
は
な
く
、

な
ぜ
い
け
な
い
の
か
き
ち
ん
と
説
明
し
ま

し
ょ
う
。

　

叱
る
側
が
感
情
的
に
な
っ
た
り
、
八
つ

当
た
り
な
ど
自
分
の
都
合
で
叱
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
自
分
の
言
葉
で
反
省
さ
せ
る

　

子
ど
も
の
言
い
分
を
聞
か
ず
に
頭
ご
な

し
に
叱
る
の
で
は
な
く
、「
な
ぜ
、
し
た
の

か
（
し
な
か
っ
た
の
か
）」
を
説
明
さ
せ
、

そ
れ
が
な
ぜ
い
け
な
い
の
か
、
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
か
を
子
ど
も
自
身
に
考
え
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

く
ど
く
ど
と
叱
り
続
け
た
り
、 
詰  
問  
調 

き
つ 
も
ん 
ち
ょ
う

に
問
い
詰
め
る
と
、
か
え
っ
て
伝
え
た
い

こ
と
が
伝
わ
ら
ず
、
怒
ら
れ
て
い
る
と
い

う
印
象
し
か
残
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
子
ど
も
の
行
動
を
叱
る

　

叱
る
側
は
、
間
違
っ
た
行
動
に
対
し
て

叱
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
子
ど
も
の
全

て
を
叱
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
子
ど
も
に
分
か
ら
せ
る
こ
と
が
必
要

 
叱 
る
と 
怒 
る
の
違
い

し
か 

お
こ

上
手
な
叱
り
方

子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
人
生
を
お
く
る
た
め
に
、私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
人
生
を
お
く
る
た
め
に
、私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
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で
す
。

　

子
ど
も
自
身
の
人
格
を
否
定
し
た
り
、

他
の
誰
か
と
比
較
し
て
叱
る
こ
と
は
や
め

ま
し
ょ
う
。
心
に
深
い
傷
を
残
し
た
り
、

比
較
さ
れ
た
子
と
の
関
係
が
傷
つ
い
た
り

し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
が
言
う
こ
と
を
聞
か
な

か
っ
た
り
、
間
違
い
を
犯
し
た
と
き
、
怒

り
や
不
満
の
感
情
を
覚
え
る
こ
と
は
特
に

不
自
然
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
問
題

は
、
そ
の
感
情
を
そ
の
ま
ま
子
ど
も
た
ち

に
ぶ
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

　

叱
る
前
に
自
分
が
怒
り
の
感
情
に
と
ら

わ
れ
て
い
な
い
か
ふ
り
返
り
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
と
話
す
前
に
、
一
度
深
呼
吸
し
て

気
持
ち
を
落
ち
着
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

し
つ
け
に
お
い
て
、「
叱
る
」
こ
と
と
同

様
に
重
要
な
こ
と
が
「
ほ
め
る
」
と
い
う

行
為
で
す
。

　
「
叱
る
」
こ
と
と
「
怒
る
」
こ
と
が
同
じ

で
は
な
い
よ
う
に
、「
ほ
め
る
」
こ
と
と
、

無
条
件
に 
溺  
愛 
し
「
甘
や
か
す
」
こ
と
は

で
き 
あ
い

全
く
の
別
物
で
す
。

　
「
ほ
め
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
子
ど
も
が

何
を
考
え
、
何
を
し
た
か
、
き
ち
ん
と
評

価
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。

　

ほ
め
ら
れ
て
育
っ
た
子
ど
も
は
、
親
の

愛
情
を
感
じ
、
自
分
が
周
り
か
ら
必
要
と

さ
れ
て
い
る
と
い
う
「
自
己
有
用
感
」
を

抱
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
感
情

が
子
ど
も
た
ち
の
「
自
尊
感
情
」
を
育
て
、

自
分
に
自
信
を
持
ち
、
自
分
を
大
切
に
、

他
人
も
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育
て
て
く

れ
ま
す
。

◆
ほ
め
る
と
き
は
子
ど
も
の
目
を
見
て

　

叱
る
と
き
と
同
様
、
子
ど
も
の
目
を
み

て
話
せ
ば
、
愛
情
や
親
の
思
い
が
伝
わ
る

は
ず
で
す
。
何
か
を
し
な
が
ら
、
お
ざ
な

り
な
態
度
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
見
透
か

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

◆
過
程
や
努
力
も
ほ
め
る

　

結
果
だ
け
を
ほ
め
る
の
で
は
な
く
、
何

を
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
ど
れ
く
ら
い
頑

張
っ
た
の
か
を
き
ち
ん
と
ほ
め
て
あ
げ
れ

ば
、
子
ど
も
た
ち
は
、
周
り
が
き
ち
ん
と

自
分
の
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
と

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
当
た
り
前
の
こ
と
も
ほ
め
る

　

普
段
し
て
い
て
当
た
り
前
の
こ
と
も
ほ

め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
特
別
な
言
葉
を
か

け
な
く
て
も
、「
あ
り
が
と
う
」
な
ど
の
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
だ
け
で
も
十
分
で

す
。

　

家
庭
と
は
、
子
ど
も
が
人
生
で
一
番
最

初
に
出
会
う
「
社
会
」
で
す
。
こ
こ
で
、

子
ど
も
は
言
葉
を
覚
え
、
知
識
を
蓄
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
じ
て
育
っ
て
い
き

ま
す
。
し
て
よ
い
こ
と
、
悪
い
こ
と
の
し

つ
け
や
生
活
習
慣
が
身
に
つ
く
の
も
家
庭

で
す
。
家
族
、
と
り
わ
け
親
の
愛
情
や
優

し
さ
、
ぬ
く
も
り
を
一
身
に
う
け
て
、
子

ど
も
の
心
は
育
っ
て
い
き
ま
す
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
豊
か
な

人
生
を
送
る
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ

と
を
そ
れ
ぞ
れ
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
生
涯
学
習
課
（
℡　

‐
７
０
６
５
・　
　

２４

ＦＡＸ
２４

‐
４
８
８
０
）

上
手
な
ほ
め
方

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

毎月11日は
家族だんらんの日
毎月11日は

家族だんらんの日
家族だんらんの日は、家族の絆・人
と人との絆・地域の絆を確認しあい、
次代の福知山を担う子どもたちの健
全育成を推進する取組です。 

毎月11日は
家族だんらんの日
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こ
こ
で
は
、
乳
幼
児
や
そ
の
保
護
者
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
多
く
の
人
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
児
童
館
を
紹
介
し
ま
す
。

　
児
童
館
と
は

　
　

歳
未
満
の
す
べ
て
の
子
ど
も
を
対
象

１８
と
し
、
遊
び
お
よ
び
生
活
の
援
助
と
地
域

に
お
け
る
子
育
て
支
援
を
行
い
、
子
ど
も

を
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
児
童
福
祉
法
に
規
定
さ

れ
て
い
る
児
童
厚
生
施
設
で
す
。（
厚
生
労

働
省
「
児
童
館
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
よ
り
）

　
福
知
山
市
の
運
営
方
針
は

　

児
童
館
は
、
児
童
の
心
身
の
健
全
な
発

達
を
促
す
と
と
も
に
、
基
本
的
人
権
尊
重

の
精
神
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

通
じ
て
、
差
別
を
見
逃
さ
ず
許
さ
な
い
児

童
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。（「
福
知
山
市
児

童
館
運
営
要
綱
」
よ
り
）

　
児
童
館
運
営
の
三
つ
の
柱

　

児
童
館
で
は
、
次
の
三
つ
を
大
き
な
柱

と
し
て
い
ま
す
。

○
差
別
を
許
さ
な
い
人
材
育
成

○
子
育
て
支
援

○
住
民
参
加
の
人
権
の
ま
ち
づ
く
り

　

そ
れ
ぞ
れ
の
柱
の
も
と
で
、
次
の
と
お

り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
差
別
を
許
さ
な
い
人
材
育
成

　

同
和
問
題
や
女
性
の
人
権
問
題
な
ど
、

差
別
が
無
く
な
ら
な
い
状
況
の
中
、
近
年

で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
悪
質
な
書

き
込
み
と
い
っ
た
差
別
も
深
刻
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

差
別
問
題
の
背
景
に
は
「 
因  
習 
」
や

い
ん 
し
ゅ
う

「 
偏  
見 
」、「 
世  
間  
体 
」
な
ど
が
存
在
し
て

へ
ん 
け
ん 

せ 

け
ん 
て
い

い
ま
す
。

　

児
童
館
で
は
、
こ
れ
ら
全
て
の
人
権
問

題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
幼
児
期
か
ら
の

一
貫
し
た
人
権
教
育
が
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
に
寄
り
添

い
、
人
権
学
習
会
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
通
じ
て
相
手
を
思
い
や
る
心
を
育
み

な
が
ら
、
差
別
を
許
さ
ず
、
な
く
し
て
い

く
意
欲
と
実
践
力
を
持
っ
た
人
材
の
育
成

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援

　

平
成　

年
度
の
児
童
虐
待
の
相
談
件
数

２３

差
別
を
見
逃
さ
ず
許
さ

差
別
を
見
逃
さ
ず
許
さ
な
い
児
童
児
童
づ
く
り
く
り 

〜
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
で
の
取
り
組
み
〜 

す
べ
て
国
民
は
、
児
童
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
生
ま
れ
、
か
つ
、
育
成
さ
れ
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

す
べ
て
児
童
は
、
ひ
と
し
く
そ
の
生
活
を
保
障
さ
れ
、
愛
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

〜
児
童
福
祉
法
第
１
条（
国
民
の
責
務
と
児
童
福
祉
の
理
念
）〜 

差
別
を
見
逃
さ
ず
許
さ

差
別
を
見
逃
さ
ず
許
さ
な
い
児
童
児
童
づ
く
り
く
り 
差
別
を
見
逃
さ
ず
許
さ
な
い
児
童
づ
く
り 

自然にふれあい豊かな心を育てます

冒険クラブ トムソーヤ冒険クラブ　トムソーヤ

元気いっぱい遊んでね！

乳幼児ルーム乳幼児ルーム

あつまれやんちゃっ子

やんちゃフェスタやんちゃフェスタ
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が
全
国
で
５
万
９
０
０
０
件
を
超
え
、
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
の

一
つ
に
は
、
核
家
族
化
な
ど
の
理
由
に
よ

る
「
親
の
孤
立
化
」
が
あ
り
ま
す
。
児
童

館
は
、
１
人
で
悩
ん
で
い
る
親
の
相
談
相

手
と
な
っ
て
そ
ば
で
支
え
、
と
も
に
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
を
見
守
れ
る
よ
う
、

親
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換
の
場
と
し
て

の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
生

後
４
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
家
庭
を
訪

問
す
る
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
に
安
心
・
安
全

な
居
場
所
を
提
供
し
、
親
の
就
業
や
社
会

参
画
を
支
援
し
な
が
ら
、
総
合
的
か
つ
特

色
的
な
子
育
て
支
援
施
設
と
し
て
の
機
能

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
住
民
参
加
の
人
権
の
ま
ち
づ
く
り

　

近
所
付
き
合
い
が
少
な
く
な
り
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
、
人
間
関
係
の
希

薄
さ
が
叫
ば
れ
る
中
、
東
日
本
大
震
災
後
、

「
絆
」
の
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
ら
た
め
て
見

直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
に
は
健
全
な

ま
ち
づ
く
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
児
童
館

は
こ
の
視
点
に
立
ち
、
夏
祭
り
や
文
化
祭

を
は
じ
め
と
す
る
事
業
を
開
催
し
、
地
域

に
積
極
的
に
働
き
か
け
な
が
ら
交
流
の
場

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
異
な
る
世
代
、
異
な
る
学
区
、
異

な
る
国
籍
の
人
と
の
交
流
を
促
進
し
、
お

互
い
の
違
い
を
認
め
、
違
い
が
豊
さ
を
育

む
人
権
尊
重
の
「
人
に
い
ち
ば
ん
近
い
」

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

　

児
童
館
で
は
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

○「
ひ
と
を
大
切
に
す
る
人
材
育
成
事
業
」

　

児
童
館
合
同
小
学
生
社
会
体
験
交
流

１０研
修
、
広
島
平
和
行
動
、
人
権
学
習
会
、

映
画
・
演
劇
鑑
賞
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど

○
「
元
気
い
っ
ぱ
い
の
び
の
び
サ
ポ
ー
ト

事
業
」

や
ん
ち
ゃ
フ
ェ
ス
タ
、
読
み
聞
か
せ
、

各
種
教
室
（
パ
ソ
コ
ン
、
一
輪
車
、
陶

芸
、
料
理
、
書
道
）
な
ど

○
「
出
会
い
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
」

夏
祭
り
、
文
化
祭
、
高
齢
者
や
外
国
人

と
の
ふ
れ
あ
い
、
野
外
体
験
学
習

■
子
育
て
支
援
課
児
童
育
成
係
（
℡　

‐
２４

７
０
６
７
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

（
※
児
童
福
祉
法
で
は
、
児
童
と
は
満　
１８

歳
に
満
た
な
い
人
を
い
い
ま
す
。）

戦争は最大の人権侵害です

広島平和行動広島平和行動

電話所在地施設名

２３‐５９７３堀 口堀 児 童 館

２７‐６７１１前 田前 田 児 童 館

２７‐５２６０南佳屋野町南 佳 屋 野 児 童 館

２３‐３５４９旭 が 丘丘 児 童 セ ン タ ー

２７‐３２９９長 田下六人部児童センター

２３‐７３０９下 猪 崎庵 我 児 童 館

５８‐４３６６菟 原 下 二菟 原 児 童 館

３７‐１２１７向額 田 児 童 館

３８‐０５５２中 田上 夜 久 野 児 童 館

５７‐０６１２南 二南 有 路 児 童 館

行っている事業は館によって異なります
ので、詳細は最寄りの館にお問い合わせ
ください。

地域間の交流を深めます

開館日時：毎週火曜日～土曜日
（日曜日・月曜日・祝日閉館）

午前１０時～午後６時

※南有路児童館は午後１時から開館
（月曜日・祝日のみ閉館）

文 化 祭文　化　祭
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夫
は
カ
ッ
と
す
る
と
、
す
ぐ

に
手
が
出
る
。
首
を
絞
め
ら
れ
、

意
識
を
失
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

外
で
髪
の
毛
を
つ
か
み
、
引
き
ず
り
回
さ
れ
た
り
、
階
段

か
ら
突
き
落
と
さ
れ
た
り
し
た
。
私
と
子
ど
も
は
、
夫
の

機
嫌
を
伺
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
。

　

性
行
為
を
強
要
す
る
。
避
妊

に
協
力
を
し
て
く
れ
な
い
。
中

絶
を
す
る
か
し
な
い
か
も
夫
が

勝
手
に
決
め
る
。
私
が
拒
否
を
す
る
と
怒
り
だ
す
の
で
、

逆
ら
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

夫
は
自
分
の
趣
味
に
ば
か
り

お
金
を
つ
ぎ
込
み
、
生
活
費
を

渡
し
て
く
れ
な
い
。「
自
分
が
稼

い
だ
お
金
を
好
き
に
使
っ
て
何
が
悪
い
」
と
言
う
。
私
の

パ
ー
ト
収
入
と
実
家
か
ら
の
援
助
で
や
り
く
り
を
し
て
い

る
。

　
「
お
前
は
バ
カ
だ
。女
は
黙
っ

て
言
う
こ
と
を
聞
い
て
い
れ
ば

い
い
。」な
ど
と
言
っ
て
私
を 
見 み

 
下 
し
、
発
言
権
を
与
え
な
い
。
壁
に
物
を
投
げ
つ
け
た
り
、

く
だ私

が
大
切
に
し
て
い
る
物
を
壊
す
。
刃
物
を
ち
ら
つ
か
せ

た
り
、
一
緒
に
乗
っ
て
い
る
車
を
暴
走
さ
せ
た
り
し
て
脅

す
。
い
つ
何
ど
き
本
当
に
傷
つ
け
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い

の
で
怖
い
。

　

私
が
親
・
き
ょ
う
だ
い
・
友

人
と
付
き
合
う
こ
と
を
禁
じ
、

孤
立
さ
せ
る
。
メ
ー
ル
の
通
信

記
録
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
し
て
、
い
ち
い
ち
私
の
行
動

を
監
視
し
た
り
、
制
限
し
た
り
す
る
。
出
か
け
る
時
は
、

夫
の
許
可
が
い
る
。

　

子
ど
も
の
目
の
前
で
暴
力
を

振
る
う
。
子
ど
も
に
私
の
悪
口

を
言
わ
せ
る
。「
子
ど
も
を
傷
つ

け
る
ぞ
」
と
脅
し
た
り
、「
子
ど
も
を
置
い
て
お
前
だ
け
出

て
い
け
」
と
言
っ
た
り
す
る
。
子
ど
も
が
小
さ
い
の
で
、

私
さ
え
我
慢
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
と
悩
ん
で
い
る
。

【
子
ど
も
が
Ｄ
Ｖ
を
目
撃
す
る
こ
と
は
児
童
虐
待
に
な
り

ま
す
】

デ
ィ
ー
　 

ブ
イ 

Ｄ
Ｖ
を
知
っ
て
く
だ
さ
い 

あ
な
た
の
家
庭
は
、

安
心
し
て
く
つ
ろ
げ
る
場
所
で
す
か
？

　

―
次
の
よ
う
な
行
為
は
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
に
見
ら
れ
る
一
例
で
す
―

身
体
的
暴
力

性
的
暴
力

経
済
的
暴
力

精
神
的
暴
力

社
会
的
暴
力

子
ど
も
を
巻
き

込
ん
だ
暴
力

悩
み
・
苦
し
ん
で
い
る
の
は
、

あ
な
た
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

―
内
閣
府
の
調
査（
平
成　

年　

月
〜　

月
実
施
）

２３

１１

１２

に
よ
る
と
、左
記
の
と
お
り
、多
く
の
女
性
が

Ｄ
Ｖ
を
受
け
て
い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
―

＊
女
性
の
約
３
人
に
１
人
は

　

配
偶
者
か
ら
被
害
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

＊
女
性
の
約　

人
に
１
人
は

１０

　

配
偶
者
か
ら
何
度
も
暴
力
を
受
け
て
い
る

＊
女
性
の
約　

人
に
１
人
は

２０

　

命
の
危
険
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
る

Ｄ
Ｖ
と
は
人
権
侵
害
で
あ
り
、

犯
罪
と
な
る
行
為
で
す

―
Ｄ
Ｖ
の
被
害
の
深
刻
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

　

早
期
の
対
応
が
必
要
で
す
―

　

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
と

は
、
夫
婦
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
威
圧
的
な
態
度
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
Ｄ
Ｖ
は
家
庭
の
中
の
こ
と
と
し
て
軽

視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
相
手
が
夫
婦
や
交

際
相
手
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
暴
力
を
正
当
化
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

ＤＶってなに？ 
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相談窓口はこちら

　被害者の人はもちろん、周りに「ＤＶ被害にあっているかもしれない」と思う人がいたら、
相談してください。　＊相談内容や秘密は固く守ります。

＊命に危険がある場合は迷わず１１０番してください。

　

紫
色
の
リ
ボ
ン
「
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
」
は
、

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、

運
動
の
趣
旨
へ
の
賛
同
を
表
明
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

は
ば
た
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
人
権
推
進
室
で

は
、
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
を
作
成
し
、
配
布
し
て

い
ま
す
の
で
希
望
さ
れ
る
人
は
人
権
推
進
室
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

は
ば
た
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
、
地
域
の
中

で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
る
女
性
団
体
グ

ル
ー
プ
で
す
。

　

毎
年
、　

月　

日
か
ら　

月　

日
ま
で
は
「
女
性

１１

１２

１１

２５

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
で
す
。（　
１１

月　

日
は
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
日
」

２５
で
す
。）
こ
の
運
動
期
間
を
き
っ
か
け
に
女
性
に
対

す
る
暴
力
に
つ
い
て
考
え
、暴
力
の
な
い
社
会
づ
く

り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

℡２４‐７０２２
ＦＡＸＦＡＸ２３‐６５３７

人権推進室
平日８：３０～１７：１５

ＤＶ専用電話
℡２２‐９９１１

京都府北部家庭支援センター
平日９：００～１７：００

℡２２‐０１１０
福知山警察署
２４時間対応

女 性 相 談 
（女性問題カウンセラーによる面談相談） 

＊相談は無料・要予約 

とき／１１月２２日（木） 
　　　１２月１３日（木） 
　　　１月１０日（木） 
　　　２月１４日（木） 
　　　３月７日（木） 
　　　３月２１日（木） 
ところ／ 
　人権推進室（福知山市役所２階） 
予約・問い合わせ先／ 
　人権推進室　男女共同参画推進係 
　（℡２４‐７０２２・ＦＡＸ２３‐６５３７） 

　
Ｄ
Ｖ
は
、
時
間
が
た
て
ば
そ
の
う
ち
に

解
決
す
る
と
い
う
よ
う
な
問
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

　
１
人
で
悩
ま
な
い
で
、
相
談 

し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
が
、 

あ
な
た
ら
し
い
感
情
を
持
ち
、 

元
の
自
分
を
取
り
戻
す
に
は
、 

ど
う
い
う
方
法
が
あ
る
の
か
を 

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。 

■
人
権
推
進
室
（
℡
２４
‐
７
０
２
２
・
　
２３
‐
６
５
３
７
） 

ＦＡＸ 
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情
報
化
社
会

情
報
化
社
会
の
光
と
影 
情
報
化
社
会

情
報
化
社
会
の
光
と
影 
情
報
化
社
会
の
光
と
影 

　

近
年
の
情
報
処
理
技
術
の
向
上
と
普
及

は
飛
躍
的
に
進
ん
で
お
り
、
ま
さ
に
高
度

情
報
化
社
会
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
時
代

と
な
り
ま
し
た
。

　

携
帯
電
話
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
高
機

能
携
帯
電
話
）
の
急
速
な
普
及
で
、
一
人

で
複
数
台
保
有
す
る
こ
と
も
あ
り
、
国
内

普
及
率
は
１
０
０
％
を
超
え
、
パ
ソ
コ
ン

も　

％
以
上
の
世
帯
に
普
及
し
て
い
ま
す
。

７０

　

本
市
で
も
、
平
成　

年
の
人
権
問
題
に

２２

関
す
る
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
情
報
を
得
て
い
る
と

　

％
の
人
が
答
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

２７テ
レ
ビ
、
新
聞
に
次
ぐ
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
も
は
や
一
部
の

人
だ
け
が
使
い
こ
な
す
特
殊
な
技
術
で
は

な
く
、
だ
れ
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
か

ら
で
も
情
報
を
発
信
・
取
得
・
交
換
す
る

日
常
的
な
ツ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」
と
も
呼
ば
れ
る

中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
で
の
民
主
化
運
動
の

な
か
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
…
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
交
流
サ
イ
ト
）
が
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
よ
う
に
、
社
会
構
造
そ
の

も
の
に
ま
で
影
響
を
与
え
る
ほ
ど
に
も
な

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
情
報
技
術
が
急
速
に
向
上
す

る
一
方
で
、
そ
れ
を
使
う
私
た
ち
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
つ
き
つ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
情
報
化
社
会
の
進
展
に
際
し
、

懸
念
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
、
前
述

の
意
識
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
、
世
界
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
人
が
ア
ク
セ
ス
し
、
情
報
を
発

信
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

百
科
事
典
「w

ikipedia

（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
）」
や
、
質
問
・
相
談
サ
イ
ト
な
ど
の
よ

う
に
、
多
く
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
や

知
識
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
知
り
た

い
情
報
を 
瞬  
時 
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

し
ゅ
ん 

じ

き
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
情
報
の
中
に
は
、

勘
違
い
や
誤
解
、
根
拠
の 
曖  
昧 
な 
噂 
な
ど

あ
い 
ま
い 

う
わ
さ

が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
だ
け
で

な
く
、
他
を
お
と
し
め
る
た
め
悪
意
を

も
っ
て
発
信
さ
れ
て
い
る
情
報
も
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
の
普
及
も
あ
り
、
発

信
さ
れ
た
情
報
は
従
来
で
は
考
え
ら
れ
な

い
ほ
ど
瞬
時
に
大
多
数
に
届
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
後
の
デ
マ

メ
ー
ル
（
意
図
的
な 
虚  
偽 
メ
ー
ル
）
の
よ

き
ょ 

ぎ

う
に
、
そ
れ
が
悪
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

間
違
っ
た
情
報
や
特
定
の
意
図
を
持
っ

て
発
信
さ
れ
た
情
報
に
踊
ら
さ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
情
報
の
根
拠

と
な
る
資
料
を
確
認
し
、
確
認
の
取
れ
な

い
も
の
は
む
や
み
に
信
じ
な
い
、
そ
し
て

自
分
が
情
報
を
発
信
す
る
場
合
は
、
信
頼

に
た
る
根
拠
に
基
づ
き
正
確
で
あ
る
か
、

自
分
が
偏
見
や
先
入
観
を
も
っ
て
、
事
に

あ
た
っ
て
い
な
い
か
を
再
度
確
認
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

利
用
で
き
る
環
境
と
、
ご
く
簡
単
な
基

礎
知
識
さ
え
あ
れ
ば
、
誰
で
も
自
由
に
情

報
を
発
信
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
、

実
に
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
情
報
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
情
報
の
中
に
は
、
有
益
な
情

報
も
あ
れ
ば
そ
う
で
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。

　

特
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
過
激

な
暴
力
表
現
や
暴
力
行
為
を
助
長
す
る
よ

う
な
内
容
の
も
の
、
わ
い
せ
つ
な
ポ
ル
ノ

【平成２２年人権問題に関する意識調査結果より】　インターネット
の利用や、情報化社会の進展に関して、あなたが問題であると考えるこ
とは何ですか？（自分の意見に最も近いものを３つ以内で選択）

根
拠
の
な
い 
噂 
や
真
実
で
な

う
わ
さ

い
話
が
ネ
ッ
ト
上
に
流
れ
、
皆

が
影
響
さ
れ
る

６２．８２％

対総回答者数比回　答　項　目

６２．８２％根拠のない噂や真実でない話がネット上に流れ、皆
が影響される

５０．９７％暴力的、性的、反社会的な内容など有害な情報が氾
濫し、誰もが簡単にみることができる

４７．４１％個人情報などが流出する

３９．３３％ネット上の掲示板などに差別的な意見や表現が匿名
で書き込みされる

２６．８３％詐欺や性犯罪などの犯罪行為に巻き込まれる
　６．０３％音楽や動画など著作権を無視した違法なコピーをする
１２．２８％特にない

（総回答者数　９２８人）

暴
力
的
、
性
的
、
反
社
会
的
な

内
容
な
ど
有
害
な
情
報
が
氾

濫
し
、
誰
も
が
簡
単
に
み
る
こ

と
が
で
き
る

５０．９７％
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情
報
や
売
春
行
為
・
性
犯
罪
に
つ
な
が
る

も
の
、
非
合
法
な
行
為
を
請
け
負
う
サ
イ

ト
や
違
法
薬
物
の
情
報
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

有
害
情
報
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　

有
害
情
報
は
、
そ
の
内
容
自
体
も
問
題

で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
与
え
る
影
響
が

特
に
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

過
激
に 
誇  
張 
さ
れ
た
表
現
を 
鵜  
呑 
み
に

こ 

ち
ょ
う 

う 

の

し
、
間
違
っ
た
知
識
や
偏
見
・
先
入
観
を

抱
い
て
し
ま
う
可
能
性
や
、
児
童
ポ
ル
ノ

や
売
春
行
為
、
違
法
薬
物
の
標
的
と
さ
れ

て
し
ま
う
危
険
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

有
害
情
報
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
に

は
、
こ
う
し
た
情
報
に
触
れ
さ
せ
な
い
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
な
が
ら
、

有
害
情
報
だ
け
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
す
る

方
法
と
し
て
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
は
保
護
者
や
携
帯
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
通
信
事
業
者
な
ど
が
、
有
害
と
評
価

し
た
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
利
用
を
制

限
す
る
も
の
で
す
。
使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
、

携
帯
電
話
に
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保

護
者
の
同
意
な
し
に
有
害
と
み
な
さ
れ
る

サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
で
き
な
く
し
ま

す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

も
設
定
し
た
ま
ま
、
後
は
無
関
心
で
は
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
が
無
断

で
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
解
除
し
た
り
し
な

い
よ
う
、
パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
は
し
っ
か
り

管
理
す
る
と
と
も
に
、
し
っ
か
り
と
子
ど

も
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
ど
の

よ
う
な
目
的
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て
い
る
の
か
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

　

行
政
、民
間
を
問
わ
ず
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
情
報
配
信
だ
け
で
な
く
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
申
し
込
み
受
付
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
や
り
取
り
さ
れ
る
名
前
や
住

所
、
口
座
番
号
な
ど
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に 
漏  
洩 
す
る
事
件
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

ろ
う 
え
い

　

個
人
情
報
の
漏
洩
は
、
ミ
ス
や
技
術
的

な
ト
ラ
ブ
ル
の
ほ
か
に
も
、
悪
意
を
持
っ

て
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

漏
洩
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ウ
ィ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
な
ど
で
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
高
め
る
と
と
も
に
、
信
頼

の
お
け
な
い
サ
イ
ト
は
見
な
い
、
不
用
意

に
個
人
情
報
の
や
り
と
り
を
し
な
い
な
ど

の
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
ブ
ロ
グ
（
日
記
）
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

ツ
イ
ッ
タ
ー（
短
文
発
信
サ
イ
ト
）と
い
っ

た
情
報
サ
ー
ビ
ス
で
自
分
や
他
人
の
個
人

情
報
を
流
出
さ
せ
た
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
侵
害
す
る
事
件
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

一
度
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
流
出
し
た

デ
ー
タ
は
、
不
特
定
多
数
が
取
得
し
コ

ピ
ー
を
繰
り
返
す
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

た
と
え
す
ぐ
削
除
し
た
と
し
て
も
、
ど
ん

ど
ん
と
情
報
が
拡
散
す
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
と
、

非
対
面
・ 
匿  
名  
性 
と
い
っ
た
そ
の
特
徴
か

と
く 
め
い 
せ
い

ら
、
つ
い
そ
れ
が
現
実
世
界
で
不
特
定
多

数
の
人
が
見
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
中
と
い
え
ど
、
現

実
社
会
と
な
ん
ら
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
節
度
を
持
っ

て
利
用
す
る
と
い
う
心
が
け
が
重
要
で
す
。

■
生
涯
学
習
課
（
℡　

‐
７
０
６
５
・　
　

２４

ＦＡＸ
２４

‐
４
８
８
０
）

個
人
情
報
な
ど
が
流
出
す
る

４７．４１％

インターネット人権相談窓口のお知らせ 

インターネット人権相談 検索
じんけんそうだん

携帯電話用
QRコード

　法務省の人権擁護機関では、インターネット（パソコン・携帯電話）から相談を

受け付けています。 

http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html
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人材育成 

沖
縄
人
権
文
化
体
験
研
修
『
８
月
１８
日（
土
）〜
２０
日（
月
）』 

　
日
本
で
最
大
の
地
上
戦
の
行
わ
れ
た
沖
縄
の
歴
史
や
文
化
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和

の
尊
さ
を
学
ぶ
た
め
、
市
内
の
高
校
生
４
人
が
沖
縄
人
権
文
化
体
験
研
修
に
参
加
し
ま

し
た
。
自
ら
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動
で
き
る
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
て
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。 

　
現
地
を
訪
れ
た
参
加
者
は
、
沖
縄
戦
跡
や
米
軍
基
地
、
平
和
祈
念
資
料
館
な
ど
の
見

学
を
し
て
、
①
平
和
と
人
権
の
尊
さ
　
②
戦
争
と
差
別
の
関
わ
り
　
③
沖
縄
の
持
つ
今

日
的
問
題
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

米須海岸 

南風原壕群２０号壕跡 

 参加者の感想  今回の研修で一番印
象的だったのは、病院が治療をする
場ではなく“人を殺す場”となって
いたこと。戦争は生きたいと思う人
の命、これからの人生、夢などを奪っ
てしまう。命を大切に、笑顔で生き
ていきたい。 

平和学習 

広
島
平
和
行
動
『
８
月
５
日（
日
）〜
７
日（
火
）』 

長
崎
平
和
学
習
の
旅
『
８
月
８
日（
水
）〜
１０
日（
金
）』 

　
本
市
の
中
学
生
・
高
校
生
が
被
爆
地
広
島
・
長
崎
で
の
平
和
学
習
に
参
加
し
、
平
和

と
人
権
の
尊
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
参
加
者
と
と
も
に
「
恒
久

平
和
の
ま
ち
福
知
山
」
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
「
長
崎
平
和
学
習
の
旅
」
で
は
、
原
爆
投
下
日
に
平
和
祈
念
式
典
に
参
列
し
ま
し

た
。
ま
た
、
青
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
青
少
年
と

一
緒
に
平
和
に
つ
い
て
学
習
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
広
島
で
は
自
分
た
ち
が
考
え
た
平
和
行
動
を
行
い
ま
し
た
。 

青少年ピースフォーラム（ワークショップ） 

フィールドワーク（浦上天主堂） 

 参加者の感想  被爆の体験を語り継
げる人が少なくなっていくなかで、
どうやって次の世代に伝えていける
のかということが、これからの私た
ちの課題だなと思いました。 

こめ　す 

は え ば る  ごう ぐん 

うら かみ てん  しゅ どう 
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ピースメッセージ 

■生涯学習課（℡２４‐７０６５・ＦＡＸ２４‐４８８０）　　■人権推進室（℡２４‐７０２２・ＦＡＸ２３‐６５３７） 
■子育て支援課（℡２４‐７０６７・ＦＡＸ２３‐６５３７） 

世界各国から集まった、被災者の追悼と、平
和を願う多くの人から「ピースメッセージ」
をいただきました。また、自分たちの平和に
対する思いを伝えることができました。 

ダイ・イン 

広島に原爆が落とされた８月６日午前８時１５
分に、原爆ドーム周辺の地上に横たわり、被
爆者のこと、原爆のことを思いながら、すべ
ての核や戦争に対して行動を行いました。 

わたしたちは宣言しますわたしたちは宣言しますわたしたちは宣言します
―平和・人権を大切にするために― 

広　島 

沖　縄 

「広島平和行動」では、本市の中学生がさまざまな平和のための行動をしました。 

（福知山市人材育成リーダー） 
福知山淑徳高等学校　辻本　美裕さん 
福知山高等学校　　　谷尻　　彩さん 
中丹支援学校高等部　藤田　翔平さん 
福知山成美高等学校　中川　　朋さん 

○人間一人一人を平等に見て、どんな理由
であれ差別しない 
○人の笑顔を大切にして幸せな世界を築く 
○戦争を知らない人たちに真実を伝える 
○正しいことは正しいと言えるようにする 
○今ある命を大切にし、生きている幸せをか
みしめる 

長　崎 
　　　　　　　　　　（福知山平和大使） 
福知山淑徳高等学校　　芦田　紗希さん 
京都共栄学園高等学校　佐藤　彩水さん 
京都共栄学園高等学校　田中　季野さん 

平和な世の中にするために私たちにでき
ること 
１．命を大切にする　 
１．笑顔を大切にする 
１．人とのかかわりを大切にする 
１．困っている人がいたら声をかけ合い
助け合う 

１．お互いの意思を尊重して違いを認め
合う　　　　↓ 
気づき・考え・行動する 

つじ もと　　　 み　  ゆ 

たに じり　　　　　 あや 

ふじ   た　　　しょうへい 

なか がわ　　　　　 とも 

あし　だ　　　　さ　 き 

  さ  とう　　　  さやみ 

  た  なか　　　 き　  の 
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住民票・戸籍謄本など　第三者に不正取得はさせない！

１１１１１１１１１１００００００００００月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日かかかかかかかかかからららららららららら１０月１日から　登登登登登登登登登登録録録録録録録録録録型型型型型型型型型型のののののののののの「「「「「「「「「「本本本本本本本本本本人人人人人人人人人人通通通通通通通通通通知知知知知知知知知知制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度」」」」」」」」」」をををををををををを始始始始始始始始始始めめめめめめめめめめままままままままままししししししししししたたたたたたたたたた登録型の「本人通知制度」を始めました
　「本人通知制度」は、本市に住民登録や本籍のある人が、事前に登録しておくことで、代理人
または第三者に住民票の写しなどが交付されたときに、通知を受ける制度です。
　この制度により、不正請求の 抑  止 や不正取得により個人の権利侵害防止が期待できます。

よく し

この制度は、不正取得と、特定の人物による権限の悪用を未然に防ぎ、市民の
みなさんのプライバシーを守るものです。ぜひ、登録をご検討ください。

①登録できる人
福知山市に住民登録または戸籍がある人
（過去にあった人）

②登録期間（通知する期間）　
登録日の翌日から起算して３年を経過した日

③対象となる証明書
住民票の写し、戸籍の附票の写し、戸籍の謄
本または抄本、これら住民票・附票の除票お
よび除かれた戸籍

④通知する内容
交付年月日、交付証明書の種別、交付枚数、
交付請求の種別（代理人または第三者の別）
※この制度は、交付されたことを通知するも
ので、交付請求者の名前、住所は通知しま
せん。また、交付を差し止めるものではあ
りません。

⑤通知されるまでの流れ
（１）事前に市役所に申込登録してください。
　【登録に必要なもの】
　　運転免許証など本人確認できる書類

※手続きの詳細は、事前に窓口にお問い
合わせください。

（２）代理人・第三者に③の証明書が交付された
場合、交付した事実を④の内容に基づいて、
後日、登録者に通知します。

⑥受付窓口
■市民課（市役所１階・内記三丁目・℡２４‐７０１４・
　ＦＡＸ２３‐９７８０）
■三和支所（千束・℡５８‐３００１・ＦＡＸ５８‐３０１３）
■夜久野支所（夜久野町下町・℡３７‐１１０１・
　ＦＡＸ３７‐５００２）
■大江支所（大江町中央・℡５６‐１１０１・ＦＡＸ５６‐２０１８）

【用語説明】戸籍謄本・戸籍抄本・戸籍の附票　戸籍簿に記載されている内容のうち、全員の写しを取
ると「戸籍謄本」となり、個人を特定して抜粋すると「戸籍抄本」になります。また、戸籍簿ととも
に作成される「戸籍の附票」には、戸籍簿作成時点からのすべての住所が記載されています。

身元調査お断り運動
～身元調査をなくしていくために～
　身元調査（聞き合わせ）とは、結婚や就職のときに、興信所などの
調査業者に依頼したり、知人や近所の人などへ聞き合わせて、本人の
知らないところで、個人に関する情報を調べることをいいます。
　この行為は、単にプライバシーの侵害であるだけでなく、国籍や社会的身分、家柄、職業、
出身地、宗教、信条などを理由に人を避け、排除する目的で行う差別行為です。
　戸籍などの不正取得事件　戸籍法や住民基本台帳法では、弁護士・司法書士・土地家屋調査士・
税理士・社会保険労務士・行政書士・弁理士・海事代理士の国家資格のある８業士は、職務上
必要な場合に戸籍謄本などを取得できる権限が与えられています。しかしながら、その権限を
悪用して戸籍謄本などを不正に取得し結婚差別や債権に 絡 む身元調査が行われていることが明

から

らかになりました。平成２３年１１月、愛知県では市民や県警職員の戸籍謄本が不正に取得され、
 脅  迫 や嫌がらせなどに悪用されました。また、同年７月には、鹿児島県において、不正に取得
きょう はく

された戸籍謄本が偽造パスポートや偽装結婚などの組織犯罪に使用された可能性があることが
わかりました。


